
島式ホーム（Zゲージ向ペーパーキット）のラインナップ

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　　　　　　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

アドバンス島式ホーム
車両:天賞堂165系直流急行形電車
線路:ロクハン

日本型Zゲージ向ペーパーキット

No 0035　島式ホーム110mm（2本入）1145円

島式ホーム直線110mmが2本完成します。
別売りの島式ホーム屋根110mm（1本入）と組み合わせますと
屋根付きホームになります。
（サイズ約：W110×D33.6×H9.5mm 写真は試作品組立例です）

No 0036　島式ホーム終端（１本入）840円

島式ホーム終端部分が１本完成します。
組立時に左右をお選びいただけます。
（サイズ約：W165×D33.6×H9.5mm 写真は試作品組立例です）

No 0037 島式ホーム屋根110mm (1本入)945円

島式ホーム屋根110mmが１本完成します。
ホーム部分は別売りです。
No 0035 島式ホーム110mmと併せてご使用ください。
（サイズ約：W110×D33×H29mm 写真は試作品組立例です）

No 0038　ホーム向アクセサリーA　840円

島式ホームでお使いいただけるアクセサリーです。
ホーム待合小屋と駅名看板、木製ベンチが完成します。
小さい部品が多いのでピンセットをご用意ください。
　　　　　　　　　　　　　（写真は試作品組立例です）

No 0039　ホーム向アクセサリーB　予定品

島式ホームから地下へと降りる階段などを予定。
（発売時期・価格は未定です）

島式ホームと線路規格について

アドバンス島式ホームの幅は33．6mmです。
ロクハン製線路のご使用を前提としています。
詳しくは「島式ホームと線路規格について」をご参照ください。

！



ロクハン線路規格は、複線間隔25㎜を基準にしています。

島式ホームは、線路間隔50mmを基準にしていますので
下記を参考に線路間隔を変更してご使用ください。

25mm

R195

R220

R490-13°R490-13°

S110
(直線レール110mm) 

50mm
25mm

S110

50mm

直線レール
25mm

25mm

R195

R220

R490-13°
を使用します。

ポイントレールをご使用の場合は、分岐側に112.8mmの
直線レールが必要です。

そのため、

（100mm～120mmの間で、長さが自由に変えられる）

もしくは、
を、

で
接続して線路間隔を変更します。

ロクハン製R031  アジャスタブルレール

メルクリン製直線レール112.8mm(品番8507）
ロクハン製A014 コンバージョンジョイナー（２個）

外周側に、

を加えます。
直線レール25mm

島式ホームと線路規格について

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　　　　　　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

アドバンス島式ホーム
車両:天賞堂165系直流急行形電車
線路:ロクハン

日本型Zゲージ向ペーパーキット
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島式ホームの停車可能車両数について
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5両編成が余裕で停まります。
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4両編成が停まります。
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4両編成がギリギリで停まります。

※停車可能車両数は天賞堂製165系直流急行型電車を基準にしています。



～ご用意ください～

～あれば便利です～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）

・ピンセット
・カッターマット

0035　島式ホーム110㎜　組立方法

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　　　　　　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

アドバンス島式ホーム
車両:天賞堂165系直流急行形電車
線路:ロクハン

日本型Zゲージ向ペーパーキット

アドバンスペーパーキットについて！

部品番号表

組立前に必ずお読みください

・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は木工ボンドを爪楊枝で接合面に載せる様に塗布します。
　このとき、ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなる
　のを防ぐ為に、 するようにします。
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流
　れを理解した上で慎重に接着していくようにしましょう。

なるべく凹部分に塗布

写真赤丸の様に、部品は数カ所で留まっています。
光に透かしますと分かり易いです。

1,部品番号①②③④⑤⑥を写真を参考に接着して「目」の形にします。
　このとき になるように注意します。
　凹部分にボンドを多めに塗布して⑦⑧を接着します。

溝が外側
2,部品⑨と⑪を使用します。
　⑨⑪は２ホーム分です。
　 で下さい。
　
重ね貼りしない

3,⑨⑩の部品は２ホーム分です。 で下さい。
　まず、⑨の部品を写真赤斜線部分以外を除き接着します。
　次に、屋根の柱を⑩に貫通させてからボンドを塗布して接着します。

重ね貼りしない
4,写真赤丸部分を基準に
　貼っていきます。
　最後に⑨の残りの部品
　を接着して、完成です。

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

①
②

③
④

⑤ ⑥

⑩ ⑪

屋根を接着しない場合

別売の屋根を接着する場合

⑩は別売の屋根を接着する場合用
⑪は屋根なしの場合用

ホーム１本分

・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。

※シート⑨⑩⑪は２ホーム分です。



～ご用意ください～

～あれば便利です～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）

・ピンセット
・カッターマット

0036　島式ホーム終端（１本入）　組立方法

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　　　　　　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

アドバンス島式ホーム
車両:天賞堂165系直流急行形電車
線路:ロクハン

日本型Zゲージ向ペーパーキット

・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。

アドバンスペーパーキットについて！

組立前に必ずお読みください

・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は木工ボンドを爪楊枝で接合面に載せる様に塗布します。
　このとき、ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなる
　のを防ぐ為に、 するようにします。
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流
　れを理解した上で慎重に接着していくようにしましょう。

なるべく凹部分に塗布

写真赤丸の様に、
部品は数カ所で
留まっています。

2,右広がりにするか、左広がりにするかで
　⑧⑨の接着する側を決定します。
　続いて⑩を接着します。
　 がカーブ側になります。長い方

3,部品⑪を三枚重ね貼りします。
（彫刻線は水平方向を意味します）
　⑬を⑫に差込み接着します。

①

② ③

④

⑤⑥ ⑦

⑧

⑨

部品番号表
⑩

⑪

⑫

⑬

1,部品番号⑥に、①を にして に差込み接着します。
　②③④を接着し、⑤を にして に差込み接着します。
　ボンドは凸部分を避けて、やや多めに塗布するようにします。
　⑦をハメ込む際に、部品③をピンセット等で②側に軽く押すと楽に入ります。

彫刻面を外側
彫刻面を外側

カーブ側
直線側

①

②

③

④
⑤

⑥ ⑦

4,完成です。

特徴的

左分岐の場合 右分岐の場合



～ご用意ください～

～あれば便利です～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）

・ピンセット
・カッターマット

0037　島式ホーム屋根110㎜　組立方法

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　　　　　　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

アドバンス島式ホーム
車両:天賞堂165系直流急行形電車
線路:ロクハン

日本型Zゲージ向ペーパーキット

アドバンスペーパーキットについて！

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦ ⑧

⑨

部品番号表

組立前に必ずお読みください

・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は木工ボンドを爪楊枝で接合面に載せる様に塗布します。
　このとき、ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなる
　のを防ぐ為に、 するようにします。
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流
　れを理解した上で慎重に接着していくようにしましょう。

なるべく凹部分に塗布

写真赤丸の様に、部品は数カ所で留まっています。
光に透かしますと分かり易いです。

1,部品番号①の４枚を、②と③が になる様に差込み接着します。
　ボンドは真ん中の写真を参考に、凸部分を避け少量を塗布します。

内側 2,部品④⑤を に接着します。
　駅名を貼り⑥を差し込みます。

外側

3,屋根⑨を接着します。このとき写真赤丸部分がずれない様にします。
　ボンドは、はみ出しても表から見えないので多めに塗布します。

4,最後に妻板⑦⑧を接着し、
　完成です。

・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。

富士
吉田 須走

富士
須走吉田

富士
吉田 須走

富士
須走吉田

富士
吉田 須走

富士
須走吉田

※カットして接着してください。

駅名看板
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